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402号 

昭和52年6月15日 

印 刷 西 北 印 刷 のLa1ょかわら 

毎
月
第
一
と
第
三
日
曜
日
に
 

行
な
っ
て
い
ま
す
。
 

▽
集
合
は
 
朝
五
時
三
十

分
 

「●
事
 

・
 

ま
で
、
市
民
文
化
会
館
前
。
出

発
は
六
時
。
 

▽
対
象
は
 
小
学
校
四
年
生

以
上
の
男
女
で
す
が
、
低
学
年

の
児
童
に
は
父
兄
が
同
判
し
て
 

く
だ
さ
い
。
参
加
者
に
は
、
記

念
バ
ッ
ジ
、
精
勤
さ
れ
た
方
に

は
メ
ダ
ル
を
さ
し
上
げ
ま
す
。
 

な
お
、
参
加
料
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
料
 

と
し
て
三
百
円
が
必
要
で
す
。
 

世 帯 数 	14,080 

（昭和52年 6月1日現在）住民基本台帳から 

お
は

よ
う
 

サ
イ
ク
リ
ン

グ
 

あ
な
た
も
 
ど
う
ぞ
 

1部 8Jリ 	 〔毎月2回・I日・15日発行〕 ① 	 （昭和33年 9月10日第 3種郵便物認可） 

、 

市 の 人 口 

52,143人 

男 	25,191人 

女 	26,952人 

、 

、 

、 



その他 （8.1%) 

5億9,715万8千円 

諸収入 
5億7,560万円 

(7.9%) 

県支出金 
(7.9%) 

5億8,082万8干円 

、 

、一 

(2） 障害児保育事業 	1,200 (2） 障害児保育事業 

道路改良

整備事業 

240,063 

街路整備

事業 

93,400 

公園整備

事業 事業 

盛 
121,602 

区画整理事業 	135,436 

住みよい街づくり 

(5) 下水道整備事業 129 ,800 

産業の振興 

(1) 農業構造改善事業の推進 

255 ,823 

(1） 公営住宅の建設 

（親子住宅6戸を含む） 

420,259 

教育文化の振興 

その他 
2億7,726万7干円 

(3.8%) 

消防費 
3億2,203万B千円 

(4.4%) 

公債費 
3億6,811万5千円 

(5.0%) 

衛生費 
3億7,804万9千円 

(5.2%) 

I林水 
~業費 
6億7,022万円（9.1%) 

60,000 

(6）広域商業

診断の実

施 

820 

昭和52年度特別会計 

国民健康保険事業勘定 1,627,853千円 

市立高等看護学院 	28,273千円 

長者森平和公園造成事業 	36,300千円 

広域農道整備事業の促進 

47,877 

農業施設災害復旧事業 

13,964 

一般農道整備事業 

35,507 

中小企業への金融対策 

(1） 中学校増築事業 	24,175 

(2） 市民総合体育館建設事業 

（継続事業） 	 407,600 

(3） 中学校用地取得事業 37,000 

(4） 郷土館用地取得事業 45,000 

(5） 小・中学校補修による整備 

15,111 

（第 3種郵便物認可） 	 広報ごしょがわら 	 昭和52年（1977年）6月15日（402号） ② 

73億円のゆくえく52簸暴 
さぎ市民福祉の向上ノ＼ 

市民福祉の向上 



93.4% 
（支出率〕 -1 

los％一 地方交付税 

17 	16 15 14 I 3 l2'.0 IS 9 8 7 6 5 4 3 2 	I 	0 億円 

昭和51年度一般会計現債額 

（昭和52年 3月31日現在） 

災害復旧債 
3,696万円2.1% 

消防債 
2,493万円1.4% 

衛生債 
5.691万円3.3% 

農林水産業債 
8,185万円4.8% 

民生債 
281万円0.2% 

③ （第 3 種郵便物認可） 
	

広報ごしょがわら 
	

昭和52年（1977年）6月15日（402号） 

歳 入 
収入済額 

52億7,460万円 
収入率 77.2% 

昭和引年度一般会計歳入歳出予算執行状況 
（昭和52年 3月31日現在） 

歳入歳出予算額 68億2.836万円 

「ョ 財産収入 公 債 費 

分担金及び
負 担 金 

一1 
ー  ． 

63 2% 
■― 

県支出金 衛 生 費 

34 5% 
	

諸 収 入 	農林水産業費 

85.2% 
（収入率） 

74.0% 

89 3% 

国
】
 

議島［．筆05*4 410894 446 商工費他 一ー'1 （難義 商工費他

公 債 費

消 防 費 

09.6% 

96一 5% 

88.2% 

76.7% 

歳 出 
支出済額 

59億 573万円 
支出率 86.3% 

745% 

84.4% 

77 5% 

51.7% 

95.7% 

698% 

収入済額 11億3.766万 9千円 

あ 
電気ガス税 

48,050千円 

土木費~ニコ 
教 育 費 ―--. 

国庫支出金 総 務 費 ――ー~ 

×農奮燕 

昭和51年度の市税の負担状況 

(52年 3 月31日現在） 

五
十
一
年
度
下
半
期
 

地
方
自
治
法
第
二
百
四
十
三
条
三
第
一
項
の
規
定

お
よ
び
五
所
川
原
市
「
財
政
状
況
」
の
公
表
に
関
す

る
条
例
第
二
条
に
よ
り
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十

一
日
現
在
に
お
け
る
財
政
状
況
を
公
表
し
ま
す
。
 

昭
和
五
ト
‘年
五
H
三
ト
‘
目
 

五
所
川
原
市
長
 
寺
田

秋

夫
 

予算額 収入率 支出率 

4億274万円 90.0% 82.9% 

、H豊鵬 ーーーーーー一 

、6，ユ8O万・円ー“"60急％r5V;6% 
ー  鴨rw

‘  ，曹‘，""  1，鵬藍 

22鱗‘,・9餌§旦飴 

・・鯉！1凹 

民 生 費 	 98.6% 

億円 S I 2 3 4 5 6 7 8 910I1I2I514I 16 

昭和51年度特別会計の執行状況 

（昭和52年 3月31日現在） 

f- → 
軽自動車税 

12.894千円 
都市計画税他 

43.394千円 

市 民 税 
	

固定資産税 
	

たばこ消費税 
506,379千円 
	

412,047千円 
	

114.905千円 



昭和52年（1977年）6 月15日（402号） ④ 
（第 3 種郵便物認可） 	 広報ごしょがわら 

市
で
は
、
六
月
か
ら
こ
れ
ま
 
日
（
木

）
で
し
た
。
 

で
の
紙
面
に
よ
る
広
報
の
ほ
か
 

こ
の
番
組
に

つ
い
て
の
ご
意
 

に
青
森
テ
レ
ビ
に
よ
る
広
報
を
 

見
、
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
 

始
め
ま
す
。テ
レ
ビ

（A
T
v
）
広
報
始
め
る
 
市

情
報
課
 

女

」
大
ー
ユ
よ
 
」
ム
》
師
ハ

L
租
試
 

毎
月
第
二
 
毎
月

第
2
 
第
4
木
略
目

て
す
 

係
（
内
線

第
四
木
曜
日
の
午
前
十

一
時
四
 
三
二

三
番
）
ま
で
お
寄
せ
下
さ
 

十
分
か
ら
四
十
五
分
ま
で
の
五
 

、
。
 

分
間
で
す
。
初
回
は
、
六
月
九
 

一
 

(
 

J
(
 

『
 

『
』
 

(
 

)
 

(
 

一
 

(
 

)
 

)
 

『
 

一
 

（
一
 

、
 

(
 

(
 

国
体
選
手
を
気
持
よ
く
迎
え

る
た
め
、
街
を
飾
り
ま
し
ょ
う
。
 

あ
す
な
ろ
国
体
、
市
協
力
会

（
 

事
務
局
国
体
室
）
で
は
、
各
種

国
体
旗
の
お
申
し
込
み
を
受
付

け
し
て
い
ま
す
。
 

購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
 

六
月
二
十
五
日
ま
で
、
各
町
内

会
長
、
ま
た
は
行
政
連
絡
員
に
 

お
申
し
込
み
下
さ
い
。
詳
し
く
 

は
、
市
国
体
室
（
電
話
④
五
六
 

五

一
番
）
に
お
間
い
合
わ

せ
下
 

さ
い
。
 

、
 

な
お
旗
の
種
類
と
価
格
は
次

の
と
お
り
で
す
。
、
 

▽
三
本
旗
 
国
体
旗
、
日
章

旗
、
市
町
村
旗
三
本
組

（
金
具

付
）
、た
て
三
十
四
穆
、
よ
こ
四
 
 

佐
賀
県
「
若
楠
国

体
」
の
柔
道
競
技
の

会
場
で
あ
っ
た
佐
賀

市
の
宮
田
虎
雄
市
長

ら

一
行
三
人
が
、
さ

る
五
月
三
十

一
日
市

市
舎
を
訪
れ
、
寺
田

市
長
に
「
あ
す
な
ろ

国
体
」
柔
道
競
技
の

事
務
を
引
き
継
ぎ
ま

し
た
。
 

宮
田
佐
賀
市
長
は

引
継
ぎ
書
と
と
も
に

佐
賀
県
の
県
木
で
あ

る
く
す
の
木

の
苗
木

を
寺
田
市
長
に

贈
り
 

「あ
す
な
ろ
国
体
の

成
功
を
お
祈
り
し
ま

す
」
と
励
ま
し
、
国

体
旗
を
手
渡
し
ま
し

た
。
 

十
二
撃
、
四
百
円
。
 

▽
卓
上
三
本
旗
 
国
体
旗
、
 

日
章
旗
、
市
旗
（
金
メ
ッ
キ
台

座
付
）
、た
て
三
十
撃
、

よ
こ
三

十
八
穆
、
五
百
円
。
 

▽
車
用
二
本
旗
 
国
体
旗
、
 

日
章
旗
（
金
具
付
）
、た
て
三
十

四
些
、
よ
こ
四
十
二
穆
、
六
百

円
。
 

▽
連
旗
（
三
訂
二
十
撃
の
も

の
で
六
枚
）
 
グ
リ
ー
ン
、
白

赤
、
ブ
ル
ー
、
黄
の
五
色
（
ナ

イ
ロ
ン
綱
付
）
た
て
三
十
五
些

よ
こ
三
士
撃
、
二
百
五
十
円
。
 

1
み
ん
な
の
「
健
ー
 

F
康
教
室
」
へ
 

▽
と
き
 
六
月
二
十
四
日
（
 

金
）
午
後
一
時
か

ら
 

▽
と
こ
ろ
 
市
中
央
公
民
館

▽
テ
ー
マ
 
「
小
児
の
救
急

処
置
」
 
につ
い
て
 

医
師
会
と
家
庭
を
結
ぶ
 
「健

康
教
室
」
で
す
。
 

第
三
十
二
回
国
民
体
育
大
会

の
有
料
入
場
券
を
販
売
す
る

こ

と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
希
望

さ
れ
る
方
は
、
次
の
事
項
に
留

意
し
て
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
 

入
場
券
の
種
類
は
次

の
と
お
 

り
で
す
。
 

＠
夏
季
大
会
開
会
式
 三

百
円
券
 

＠
秋
季
大
会
開
会
式
 

メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
 

千
円
券
 

芝
生
ス
タ

ン
ド
 
五
百
円
券

フ
ィ
ー
ル
ド
 
三
百
円
券

⑥
秋
季
大
会
閉
会
式
 

メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
 五

百
円
券

芝
生
ス
タ
ン
ド
 
二
百
円
券

⑨
模
擬
国
体
（
総
合

開
会
式
の

リ
ハ
ー
サ
ル
選
手
団
の
入
場

は
な
い
）
 

メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
 
百
円
券

芝
生
ス
タ
ン
ド
 

百
円
券

入
場
券
の
販
売
は
、
前
売
り
 
 

と
し
、
市
内
に
居
住
す
る
方
で

入
場
券
を
希
望
す
る
と
き
は
、
 

住
復
は
が
き
（
当
選
撃
の
通
知

の
た
め
）
で
、
次
の
要
領
に
よ

り
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

入
場
券
の
申
込
期
間
 

＠
夏
季
大
会
開
会
式
入
場
券

七
月
一
日
か
ら
七
月
十
日

ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）
 

＠
秋
季
大
会
開
会
式
、
閉
会

式
お
よ
び
模
擬
国
体
入
場

券
 

七
月
＋
五
日
か
ら
七
月
一
一

十
五
日
ま
で

（当
日
消
印

有
効
）
 

往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
 

電
話
番
号
、
希
望
す
る
入
場
券

の
種
類
を
は
っ
き
り
書
い
て
、
 

五
所
川
原
市
岩
木
町
十
二
、
第

三
十
二
回
国
民
体
育
大
会
五
所

川
原
市
実
行
委
員
会
事
務
局
宛

申
込
み
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
各
種
の
入
場
券
の
発

売
数
に
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で

申
込
数
が
発
売
数
を
超
え
た
と
 

き
は
、
抽
選
等
適
正
な
方
法
に

よ
り
当
選
者
を
決
め
ま
す
。
 

国

体

旗

で

街

を

飾

ろ
う
 

お
申
込
み
は

二
十
五
日
ま
で
 v柔道競技を弓は継ぐ八 

＼ーー佐賀市長、国体旗を手渡す 

さ
い
。
 

国
体
、

入

場
券
を
発

売
 

開
（
閉
）
会
式
に
も
ど

う
ぞ
 

r
《
 



1
十

一
日
から
休
館
ユ
 

r
ー
 

立
図
書
館
L
 

市
中
央
公
民
館
内
で
開
設
し

て
い
た
 
「市
立
図
書
館
」
は
、
 

菊
ケ
丘
運
動
公
園
内
の
新
館
に

移
転
す
る
こ

と
に
な
り
、
移
転

作
業
の
た
め
六
月
十

一
日
か
ら

当
分
の
間
休
館
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
 

新
館
の
開
館
時
期
は
、
お
っ

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
の
間

不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と
と
思

い
ま
す
が
、
な
に
と
ぞ
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
か
す
o
 

第
九

回
簡
保
資

金
 

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

▽
テ
ー
マ
廿
か
ん
ぼ
資
金
の
融

資
施
設
を
題
材
と
し
た
明
る

い
作
品
 

▽
サ
イ
ズ
‘
白
黒
は
四
ッ
切

カ
ラ
ー
は
ス
ラ
イ
ド
三
五
ミ

リ
以
上
（
単
写
真
、
組
写
真

い
ず
れ
も
可
）
 

▽
賞
廿
両
部
門
と
も
賞
金
、
ト

ロ
フ
ィ
ー
、
そ
の
他
応
募
者

全
員
に
記
念
品
進
呈
 

▽
締
切
日
廿
八
月
十
日
 

▽
応
募
受
付
廿
郵
便
局
の
保
険

窓
口
 

▽
発
表
廿
十

一
月
 

応
募
者
全
員
に
通
知
 

＠
五
所
川
原
市
内
の
融
資
施
設

は
m
五
所
川
原
小
学
校
増
築
、
 

②
新
宮
団
地
、
松
島
団
地
等
の

公
営
住
宅
建
設
⑧
駅
東
部
地
区

区
画
整
理
な
ど
が
あ
り
、
約
九

億
円
が
融
資
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

（
五
所
川
原
郵
便
局
）
 

⑤ （第3 種郵便物認可） 
	

広報ごしょがわら 
	

昭和52年（1977年）6月15日（402号） 

投票区 投 	票 	所 あ な た の 住 所 

難
  

市 民 文 化 会 館 篠町鴛 r. 	r, 埜り *i青 ii91 	-j) 弥生町、柳町、大町 

2 五所川原小学校 
ト平井町、幾世森、中平井町、上平井町 
敷島町、幾島町、柏原町、末広町、錦町 
雛田、さっき町、東雲町、長橋（橋元） 

3 南 	小 	学 	校 栄町、八重菊、田町、新町、元町、平和町 

（蓮沼不魚住） 

4 森 	の 	家 
新宮団地（岡田橋元の内 61の 3. 52の1 
58の 3、34の 2-94, 58の1〕 
新宮町（岡田、松元〕，芭蕉、中平井町13の4 

5 五所川原第三中学校 七ッ館、広田、みどり町、梅田（一部） 

6 栄 	小 	学 	校 
姥稲
 
葱
実
 
桜
米
 
木

崎
 
菖

聞
 
蒲

野
 
船

稲
 
周
勤
 

 

7 湊 	集 	会 	所 湊（千鳥、船越） 

8 中 長橋（広野、藤島）、川山、種井 

9 沖 、詰 小 学 校 沖飯詰、桜田 

10 田 川 集 会 所 田川 

11 松 	島 這 所 吹畑、米田、石岡、漆川（馬性）、唐笠柳 

12 水 野 尾 集 会 所 水野尾 

13 金 山 	集 会 所’ 金山（悪戸、田中、野崎、川代田、宮田） 

14 ― 野 坪 小 学 校 認智碍】薪藻藤77- 131番 5th) 
太刀打（尻無、挑崎） 

15 松 	島 	会 	館 

松島町（ 1 」目～ 81目） 
田園調布（鳥森39番地内） 

（吹畑字藤巻13O- 150番地） 
（石岡字藤巻14-68番地） 

16 高 瀬 公 民 館 高瀬 

17 三 好 中 学 校 鶴ケ岡（福井） 

18 藻 川 小 学 校 藻川 

19 飯 	詰 	支 	所 
興隆、朝日、坂 L南新、北新、中町、 下町
伝助町、新町、大町、沢田，白旗、清野、 
福泉（一部〕、石田（一部） 

20 飯 詰 公 民 館 
南ド、中下、北ド、大日町、大正町、皆瀬 
五本松、影日沢、寺町、 ド岩崎、上町、西 
岩崎、長坂、ド村、石田C一部）、福泉（一部） 

21 野 里 小 学 校 野里、神山、福山、豊成 

22 松 野 木 小 学 校 松野木（大開、福岡、若山） 

23 浅 井 集 会 所 浅井 

24 戸 沢 集 会 所 戸沢（石田坂、平町） 

25 毘 沙 門 小 学 校 昆沙門 

26 長 富 集 会 所 長富 

27 羽野木沢小学校 原子、羽野木沢 

28 高 野 公 民 館 高野、持子沢 

29 前田野 目 公民館 前田野目 

30 俵 元 公 民 館 俵元、原子（紅葉） 

31 梅 	沢 	支 	所 梅田 

32 中 泉 集 会 所 中泉 

33 小 曲 集 会 所 小曲 

〇投票所入場券は、配布しておりませんので、次の

事項を注意して、お気軽にあなたの投票所へお出

で下さい。 

※ 投票時間 午前7時から午後6時まで 

※ 年齢要件 昭和32年7月11日以前に生れた方 

※ 住所要件 昭和52年 3月15日まで、五所川原市 

の住民基本台帳へ登録の届出をし、引き続き居 

住している方 	 ‘n つー 

※ 市内転居者 昭和52年 6月1日から昭和52年7 I', 

月9日までに転居届をした方は、前住所の投票 日 

所です。 	 ．~・二

※ 不在者投票は、次のような事情の方ができます 、、 

ので、印鑑を持参して、選挙管理委員会へお出す
で下さい。 

〇投票当日出張とか出稼ぎなど止むを得ない用務 

で、自分の属する投票区の区域外に出る方、または、すでに出 

ている方 

〇病院等に入院中（または、入院予定）の方 

〇投票当日の頃出産予定の方 

〇五所川原市から他の市町村に転出して、まだ転入先の選挙人名 

簿に登録されない（住所要件）方のうち投票当日五所川原市ま 

で来れない事情の方 

※ 不在者投票の期間及び時間 6月17日から 7月 9日まで 

毎日午前8時30分から午後 5時まで（土、日曜日も同じ） 

※ 参議院議員通常選挙の立会演説会は次のとおりです。 

と き 7月 5日午後7時から 

ところ 市民文化会館（ホール） 

※ 選挙人名簿の縦覧は、次のとおりです。 

と き 6月17日から 6月21日まで、 5日間 

（毎日午前8時30分から午後 5時まで） 

ところ 選挙管理委員会事務局 

※ 選挙について不明なことがありましたら、選挙管理委員会にお 

問い合せ下さい。 	電話 5局2111番（内線327- 330番） 

五所川原市選挙管理委員会 

投
票
日
は
7

月
1
0
日
で

す
 

参
議
院

議
員
通
常
選
挙
 



一
階
料
理
講
習
室
 

願
い
し
ま
す
。
 

▽
立
入
り
の
目
的
 

国
営
松
島
頭
首
工
、
松
島
揚
 

水
機
場
、
松
島
導
水
路
計
画
の
 

測
量
調
査
の
た
め
。
 

「自
衛
官
一
般

ニ
士
 

（男
）
」
募
集
中
 

中
卒
以
上
十
八
歳
ー
二
十
四

歳
ま
で

の
若
人
を
常
時
受
付
中

で
す
。
 

い
。
 

域
内
の
関
 

係
者
の
ご
 

協
力
を
お
 

現
地
立
入

り
調
木

馬
性
橋
附

近
 

市
で
は
、
土
地
改
良
法
（
第

一
一
八
条
、
第
三
項
）
に
よ
り

次
の
日
程
で
測
量
の
立
ち
入
り

調
査
を
行
な
い
ま
す
。
調
査
地
 

査
を
実
施

処
か
ら
東
方
 

、
く
ノ
…
 
・
＞
、
一
2

ノー
ー
 
ン

、J
ン
・
ー
ー
、
く
く
く
く
くく
く
く
一
、ぐく
くJ
…
 
・
、
く
く
く
弘、J
、く
ノ
・
・
・
 

▽
立
入
り
の
期
間
 

六
月
十
五
日
か

ら
明
年
三
月
 

三
十

一
日
ま
で
。
 

▽
立
入
り
人
員
 

お
よ
そ
十
人
で
す
。
 

▽
立
入
り
の
範
囲
 

松
野
木
川
に
か
か
る
馬
性
橋

上
流
約
百
冒
地
点
か
ら
東
方

ヘ

二

・
五
キロ
、
ま
た
そ
の
地
点
か
 

ら
東
北
方
向
の

大
溜
池
付
近
ま

で
の
範
囲
。
 

詳
し
く
は
、
市
窓
口
サ
ー
ビ

ス
課
、
ま
た
は
自
衛
隊
五
所
川

原
募
集
事
務
所
（
電
話
⑤
二
三

〇
五
）
に
お

間
い
合
わ
せ
下
さ
 

（第 3 種郵便物認可） 
	

広報ごしょがわら 
	

昭和52年（1977年）6月15日（402号） ⑥ 

×一働く若人に憩し 八 

し―拶車ホームのご利 	＼ 

ン学習、体育、その他グループ活動に。 

また、いこい、集会等、講演会、講習会等

各種の教養講座にご利用をぐ 

（電話④3602 番） 

一
階
玄
関

口
ビ

ー
 

2 階談話室広問 

広田 団地 

ー般分譲住宅の購入希望者を募集 

昭和52年度供給住宅金融公庫融資付の分譲住宅を募集しま 

~ す。 

軍 	●募集期間 

6 月23日（木）~6月30日（木）まで 

午前 9時～午後 4時まで 

（但し、土曜日は正午まで受付し、日曜日は休みです） 

ト受付場所 市都市計画課 

ト募集戸数 20戸 

ト住宅の概要 

土地 288.83d約（87坪）-333.35lTf 約（100坪） 

建物 60.75n (18坪）~72.90m (22坪） 

構造 木造亜鉛メッキ、銅板葺平家建及び二階建 

ト分譲予定概算額 

譲渡 f定概算額 840万円～968万円 

自 己負担金 450万円～568万円 

公庫融資金 390万円～400万円 

ト土地建物引渡時期 10月下旬頃の予定 

◇詳細については青森県住宅供給公社、または都市計画課へ 

お間合せ下さい。 

青森県住宅供給公社 TEL (0177) 23-1625 

市都市計画課 	TEL (01733) 5-2111 

内線 233, 234 



工事区問 亙亜亜亜匹 

マンホール新設 13カ所 

管路布設 、 約3.1キロ 

掘さく規模 

幅 	 70cm 
深さ 	2m 

車 道 車
 

電
話
局
で

は
、
広
田
団
地
等

市
内

の
電
話
設

備
の
一
部
に

不

足
が
生
じ
、

電
話
を
お

つ
け
出

来
な
い
地

域
が
出
て

き
ま
し
た

の
で
、
図
の
と
お
り
、

布
屋
町
 

ー
田
町

ー
栄
町

と
松
島
一
丁
目

八
丁
目
 
七
丁
目
の
地
区
で

地
下
線
工
事
を

行
な
う
こ

と
に

な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
工
事

の
期
間
は
、

六
月

上
旬
か
ら

十
二
月
中
旬
ま
で

の
 

国
道
筋
で
地
下

線
（
電話
）エ
事
 

事

故
防

止
に

ご
協
 

、
  

予
定
で

す
が
、

道
路
を
掘
さ

く

し
、

マ
ン
ホ
ー
ル
か

設
け

た
り

管
を

埋
設
す
る

工
事
で

あ
り
ま

す
の
で
、
ご
迷
惑
を

お
か
け
す

る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
 

出
来
る
だ

け
ご
迷
惑
を

最
小

限
に
と
ど
め
る
よ

う
施
工
い
た

し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を

お
願

い
し
ま
す
。
 

な
お
、

工
事
は
安
全
第

一
を

心
掛
け
、
災
害
防

止
に
十
分

注
 

意
し

ま
す
が
、

子
供
 

さ
ん
方
が
、

現
場
に
 

近
寄

ら
な
い
よ
う
お
 

旧市内の工事区問 

麟轟所晋 

力
を
ー
 

心
く
ば

り
を
お

願
い
し

ま
す
。
 

ま
た
、

工
事

に
つ
い

て
の
お
 

問
い
合
わ

せ
や
、
 

お
気
付
の
点
が
 

ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、

左
記

へ
ご

連
絡
く
だ

さ
い
。
 

o

五
所
川
原
電
報

電
話
局
 

o

五
所
川
原
工
事

事
務
所
 

（
市
内
新
町

三
 

電
話
④

2
7
5
0
)
 

カ
て
き
あ
カ
り
 

生
き
た
 
メ
二
 
、
 

数
材

に
も
な
る
と
評
刊

に
 
聖
オ
 南
 

校
長
）

の
 

五
十

一
年
 
る
 

醸
」
鷲
 

難
薩

細
 

市
立
南

小
学
 
じ

え
た
西
津
軽
新
田
地
方

の
草

校

（長
田
房
弥
 

創
期
か

ら
苦
難

の
開
墾
時
代
、
 

な
っ

て
い
ま
す

o
 

卒
 

な
か
を

新
田
発
祥
の

地
ま
 

完
成
し

た
版
画
絵

本
は
 

で
足
を

運
び
、

農
家

の
暮
 

A
4
変
形
版
、

四
十
五
頁
（

四
 

し
ぶ
り
を
直
に

観
察
し

て
き
ま

百
部
発

行
）
。
 方
言
会
話
を
ま
 

し
た

o
 

で
手
が
け

一
剰
 
た

て
い
た
卒
業

記
念

の
版
画
 
注
““
 き

会
ド
「
＃

又
土斤
日
勿
五
ロ
 
カ
 
生
 

冷
害
や

キ
キ
ン

な
ど
新
田

地
方

の
成
り
た
ち
を

四
十

枚
の
版
画

と
物
語
で

つ
づ

っ
た
も

の
で
す
。
 

卒
業
生
全
員
が
、

藤
田

昭
夫
先
生
ら

の
指
導
で
、
 

史
実
に

も
と
づ

い
た
物
語

を

つ
く
り
、

互
い

に
分
担

し
な
が

ら
場
面
場
面

の
版

画
を
彫
っ

た
も
の
で
、

秋

の
み
ぞ
れ
の
吹
き
つ
け
る
 

身

障
者

の
巡

回
 

診
査

と
更
生
相
談
 

市
で

は
、
身
体
障
害
者

の
巡

回
診
査
と
更
生
相
談
を

行
な
っ

て
い
ま
す
。

対
象
者
は
、

診
査

を
受
け
て
下
さ
い
。
 

受
付
時
間
は
、

い
ず
れ
も
午

前
九
時
か
ら

正
午
ま
で

で
す
。
 

▽
眼
科
 
六

月
二
十
九

日
 

（市
福
祉
会
館
）
 

‘
▽
内
科
 
七

月
七
日
（

五
所

川
原
保

健
所

）
 

、
 

▽
整
形
外
科
 
七

月
二
十

六

日
（
市

福
祉
会

館
）
 

な
お
、

対
象
者
な
ど

は
六
月

一
日
発
行
の
市

広
報
を
ご

参
照

下
さ

い
。
 

⑦
）
 

3 種郵便物認可） 広報ごしょがわら 	 昭和52年（1977年）6 月15日（402号） 

みんなで結核検診 1->範湾 

地 区 名 月 	日 場 	所 時 	間 

老 人 ホ ー ム 7 月11日 老人ホ 一 ム 前 9: 30-1O : 00 
下 平 井 町 （月） 寺田三次郎宅前 10: 05--lO : 25 
さ 	っ 	き 	町 ク 和 田 新 宅 前 10 : 30-10 : 50 
敷 	島 	町 ク 敷 島 分 院 前 11: 00~il : 20 
末広町、柏原町 ク 五所川原保健所前 11: 30-12 : 00 
中 平 井 町 ク 五所川原小学校前 13: 10-13 : 30 
上 平 井 町 ク 沢 健 商 店 前 13: 40-14 :00 
錦 町、幾島町 ク 錦町集会所前 14: 10-14: 40 
東雲町、雛田町 7 月12日 岩 谷 勇 宅 前 9 : 30~ 9 : 50 
大 	町、旭 	町 
東 	町、布屋町 

因 五所川原郵便局前 10: 00-10 : 30 
成 H」田丁 

新 	田丁、柳 	田丁 ク 永 福 神 社 前 10 : 35一一 lO : 55 
岩木町、本 	田丁 
Hは嵩田丁、寺 	町 ク 市民文化会館前 11: 00-12 : 00 
元 	 町 . 元町集会所前 13: 10-13 : 30 
平和町、日ノ出町 ク 平和町集会所前 13 : 40-14 : 00 
栄 	町、田 	町 ク 白 衣 神 社 前 14 :10--- 14 : 30 
湊 	団 	地、湊 ク 湊団地集会所前 14:40一一15:00 

鳥
一
 

2
 
8
 c
 
 

森冷
“
器
 
篇
 

町
町
町
目
 
目
目
目
 

調

谷
生
島
丁
 
佐1
丁
丁
 
カ
 
園
 

謙
弥
松
1
 
7
 4
6
 

I
I
 

 

3
 布
  

7 月13日 木村重治宅前 9 : 30~lO : 00 
困 

ク 

ク 

木村昂悦宅前 

菊地理容所前 

毛 内 商 店 前 

10: 10-10 : 40 

10: 50-li : 20 

11: 30-12 : 00 
ク 団地管理事務所前 13: 10-13 : 40 

ク 前 田 商 店 前 13: 50-14 :10 

川 	山、中 	泊 7 月14日 中 川 支 所 前 9 : 30~iO : 00 
種 	 井 困 種井公民館前 10: 10--10 : 30 
新 宮 団 地 ク 団地県営集会所前 10 : 40へ lI :10 

ク ク 団地森の家前 11: 20-li : 50 
新宮町、中川新宮 ク 新宮公民館前 13: 00-13 : 20 
L ク 川浪民也宅前 13 : 40-14 : 00 
ド ク 大 川 商 店 前 14 : i0--14 : 50 

川
瀬

井
岡
曲
 

田

高
福

鶴
小
 
ケ
 

 

7 月15日 奈 良 商 店 前 9 : 30~ 9 : 50 
圏 高瀬集会所前 10: 00～一 lO : 20 

ク 

ク 

小笠原清衛宅前

市農協三好支所前 

10 : 30~l0 : 50 
11: 00一1il :30 

ク 小曲集会所前 ii: 40-12 :10 



三
十
年
ぶ
り

母
と
対
面
 

範
 

子
ど
も
の
行
動
範
囲
に
比
例

し
、
子
ど
も
の
交
通
事
故
は
、
 

自
宅
付
近
か
ら
五
百
折
以
内
で

多
く
起
き
て
い
ま
す
。
 

▽
幼
児
の
歩
行
中
の
事
故
は
 

「と
び
出
し
」
が

一
番
多
く
、
 

次
い
で
 
「車
の
直
前
、
直
後
の

横
断
」
、
「
ひ
と
り
歩
き
」
、
「路

上
で
の
遊
び
」
 
の
順
にな
っ
て

い
ま
す
。
 

「家
族
で
だ
れ
が

一
番
交
通

ル
ー
ル
を
守
る
か
？
」
調
べ
た

も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果

で
は
、
む
し
ろ
小
学
生
、
幼
稚

園
児
は
優
等
生
で
、
母
親
は
落

第
生
、
と
い
う
結
果
が
出
て
い

ま
す
。
親
は
生
き
た
カ
ガ
ミ
で

す
。
し
っ
か
り
し
て
下
さ
い
。
 

お
母
さ
ん
方
は
、
お
子
さ
ん

が
勉
強
が
で
き
る
と
ほ
め
て
あ

げ
る
で
し
ょ
う
が
、
交
通
安
全

教
育
だ
け
は
九
十
九
点
も
ら
っ

て
も
ほ
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
あ
と

の

一
点
で
事
故
に
あ
う
危
険
性

が
あ
り
ま
す
。
交
通
安
全
教
育

は
、
百
点
満
点
が
要
求
さ
れ
る

の
で
す
。
 

「お
子
さ
ん
の
安
全
」
を
守

る
の
は
、
親
の
つ
と
め
で
す
。
 

か
わ
い
い
お
子
さ
ん
を
痛
ま
し

い
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
に

は
、
日
頃
の
指
導
が
大
切
で
す
。
 

親
と
子
の
対
話
、
ひ
と
声
運

動
を
す
す
め
、
や
さ
し
く
声
を

か
け
て
や
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

▽
幼
児
の
交
通
事
故
の
特
徴

は
、
三
歳
か
ら
五
歳
ま
で
が
最

も
多
く
、
小
学
生
の
二
倍
以
上

に
な
っ
て
い
ま
す
。
 
（
死
亡
、
 

傷
害
事
故
と
も
）
 

ま
た
、
事
故
の
発
生
時
間
帯

は
、
午
後
二
時
か
ら
六
時
ま
で

が
最
も
多
く
、
と
く
に
午
後
四

時
前
後
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
こ
と
は
、
幼
稚
園
（
保
育

所
）
学
校
か
ら
帰
え
る
と
、
解
放
 

交
通
安
全
メ
モ
 

お
母
さ
ん
シ
リ
ー
ズ
 そ

の

2
 

さ
れ
、
と
た
ん
に
注

意
力
が
散
漫
に
な
る
か
ら
で
す
。
 

リ
 
子
ど

も
は
、

曜
日
に
関
係
な

く
危
険
で
す
が
、
と
く
に
土

・
 

）
 
日

・
月
曜
日
に
目
立
っ
て
被
害
 

」
 
に
あ
っ
て
い
ま
す
。
 

502m 囲
以内 

4 Om 
以内 

]0om 
以内 

 

自 宅 

 

勢 lOOn,Ll 	ー 

誉＝故 
zb% 

24% 
11% 

5% 

動 

iF／ンてに～ここ＼ 

子どもの行動範囲と交通事故発生調べ 

て
い
た
と
こ
ろ
、
中
国
揮
春
県

か
ら
岐
阜
県
郡
山
郡
に

一
時
帰

国
し
た
一
女
性
の
こ
と
を
知
り

訪
ね
て
行
っ
て
持
ち
帰
っ
て
い

た
そ
の
写
真
の
な
か
か
ら
セ
ツ

エ
さ
ん
の
消
息
を
つ
か
む
こ
と

が
で
き
た
。
 

「市
民
講
座
」
を
開
設
 

市
中
央
公
民
館
で
は
、
 
「市

民
講
座
」
を
開
設
し
ま
す
。
多

数
ご
出
席
下
さ
い
。
 

▽
と
き
 
六
月
十
八
日
（
土
）
 

午
後
一
時
か
ら
 

▽
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館

▽
演
題
 
「
異
状
天
候
下
の

稲
作
」
 
につ
い
て
 

講
師
は
、
元
県
農
事
試
験
場

栽
培
部
長
相
馬
幸
穂
氏
。
 

改
 
正
 

市
税
等
の
督
促
手
数
料
が
、
 

二
十
円
か
ら
五
十
円
に
改
正
さ

れ
ま
し
た
。
 

っ
た
も
の
で
、
市
庁
舎
お
ま
つ

り
広
場
前
と
警
察
署
前
の
ニ
カ

所
に
設
置
し
、
数
字
で
事
故
防

止
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
 

コ
角
田
税
務
課
長
 

F
に
感
謝

状
 

角
田
武
徳
市
税
務
課
長
（
前

窓
口
サ
ー
ビ
ス
課
主
幹
）
は
、
 

こ
の
ほ
ど
自
衛
隊
青
森
地
方
連

絡
部
（
藤
尾
良
邦
部
長
）
か
ら

自
衛
官
募
集
に
協
力
が
あ
っ
た

と
し
て
感
謝
状
を
贈
ち
れ
ま
し

た
。
 

前列左から二人目がセツエさん 

交
通
事
故
表
示

板
を

設
け

る
 

ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
で

二
力
所
に
 

五
所
川
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
 

故
の
表
示
板

”
写
真
廿
を

市
に
 

ブ

（山
口
徳
二
会
長
、
会
員
六
 

寄
贈
し
ま
し
た
o
 

十
人
）
は
、

こ
の
ほ
ど
交
通
事
 

奉
仕
活
動
の
一
端
と
し
て
贈
 

I 日琵 
~ー 

; B 日組 
ーーーー一  

B 
ーーーー一 

1 

故 0日 

7 9 
者
 ‘ 書 

,
 

五所川原ライオンズクラプ 
一垣  ‘ 》
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中
国
か
ら

里
帰
り
 

開
拓
団
員
と
し

て
渡
満
し
た

両
親
と

の
間
に
現
地
で
生
ま
れ

終
戦
の
混
乱
で
現
地
に
残
さ
れ

た
ま
ま
消
息
が

わ
か
ら
な
か
っ

た
女
性
が
、

こ
の
ほ
ど

一
時
帰

国
し
、
三
十
年
ぶ
り
に
肉
親
と

対
面
し
ま
し
た
。
 

こ
の
女
性
は
、
市
内
飯
詰
字

福
泉
一
一
五
、

三
上
ァ
ネ
さ
ん

の
四
女
セ
ツ
エ
さ
ん

（
三
五
）
。
 

セ
ツ
エ
さ
ん
の
両
親
は
、
昭
和

十
五
年
五
月
、
飯
詰
開
拓
団
の

団
員
と
し
て
長
女
や

つ
え
さ
ん

ら
三
人
の
子
供
を

つ
れ
て
旧
満

洲
国
に
渡
り
、
東
満
総
省
で
開

拓
に
従
事
、

セ
ツ
エ
さ
ん
は
翌
 

1
11上

セ
ツ
ユ
さ
ん
叫
 

十
六
年
十
月
現
地
で
r
ま
れ
ま

し
た
。
 

だ
が
、
昭
和
二
十
年
十
月
、
 

終
戦
の
混
乱
で
生
活
に
困
り
、
 

幼
い
四
人
の
子
供
は
中
国
人
の

家
庭
に
あ
ず
け
ら
れ
た
。
二
＋

一
年
九
月
、
引
き
揚
げ
途
中
父

弥
次
郎
さ
ん
が
死
亡
、
ア
ネ
さ

ん
は
、
二
女
さ

つ
え
さ
ん
と
セ

ツ
エ
さ
ん
を
残
し
長
女
や

つ
え

さ
ん
ら
ふ
た
り
の
娘
さ
ん
と
内

地
へ
引
き
揚
げ
て
来
た
。
 

ア
ネ
さ
ん
は
、
最
近
中
国
か

ら
の

一
時
帰
国
が
相
次
い
で

い

る
こ
と
に
希
望
を

つ
な
ぎ
、
新

聞
や
テ
レ
ビ
の
報
道
に
注
目
し
 

交通遺児のみなさん 

奨学生を募集しています 
高校奨学生 

応募資格●①保護者が道路上の交通事故で死亡 

●したり、重い後遺障害で働けないた 

めに学資に困っている高校生 

②成績不間 

奨 学 金●月額10,000円（国公立）・15,000円 

（私立） 

募集人員●約 1,800名 

返 	還● 20年間割賦返済‘無利子 

採用方法●書類審査のみ 

申込み方法●出願書類は学校にあります 

●高校・高専在学生の方はいますぐ申込んでくだ

さい。 

●中学 3年生の方はいますぐ 「予約」 の出願をし 

てくだぎい。 	 、 

詳しくは 監更交通遣児育英会 会長 永野重雄

〒1叩 東京者廷代田区永田町1-11 平河ビル

電話 東京（03) 581-2271' 

広
報
紙
の
早
期
配
布
に
ご

協

力

願
い
ま
す
 

r
 

、
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